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論文内容の要旨
経営学において数理的手段による解法の有効性は異論の余地のないところであるが、これまでの研究においては、
対象となる企業や個人の代表的なモデ、ルを想定し、多様性のある主体を積極的に取り扱うことが少なかったようにみ
える。本論文では、主体のネットワークは、単なる主体の集合とは大きく異なる性質をもつことを示し、多様な主体
をそのままの形で数理的に扱うことができる手法の可能性を探求している。
第 2 章では、社会科学分野の研究にエージェントベースシミュレーションが適用された事例として代表的な研究を
振り返るとともに、経営学における研究に適用され始めている分野およびその手法について紹介している。
第 3 章では、経済主体の破綻連鎖のリスク評価問題について取り上げている。近年のグローパル化・資本収引の増
加に加えて、振込などを含めた電子決済の増加によって、経済主体聞の資金移動量は増大するとともに、スピード化
も進んでいるが、.この変化によって、一つの経済主体の破綻が、他の経済主体破綻の連鎖に結び、つく危険性が高まり
つつあることが示される。このリスク評価問題を考えるにあたって、経済主体をネットワークのノードとして、資金
の流れをノード聞のフローとして考えると、ネットワークフロー問題として扱うことができる。しかし、数学的なア
プローチでは、モデ、ルの簡単化を行なわなければ解くこと自体が困難となるため、問題に過度の制約を設定すること
になる。そこで、まず数学的な解法を用いてこのようなネットワーク問題にアプローチし、そして、導いた数学的解
法が正しいことを、エージェントベースシミュレーションによる結果との比較によって示している。その中で、エー
ジェントベースシミュレーションの適用によって、同一の解が比較的容易に求めることが可能であることを示すとと
もに、柔軟性が高いエージェントベースシミュレーションの有用性について議論している。
第 4 章では、個人の間の情報伝播について、個人どうしの知人関係を表現するネットワーク構造と、情報拡散の効
率との関係を考察している。エージェントベースシミュレーションの長所としては、主体の多様性を扱うことか可能
であること、主体問ネットワークの現象への関与を示すことなどがあげられるが、この章では、主体どうしが形成す
るネットワーク構造の違いによって、経済現象にも違いが生じうることを、情報伝播という比較的簡単な問題を取り
上げて示されている。また、エージェントベースシミュレーションで利用可能な、個人の間の知人ネットワーク構造
モデ、ルを提案し、その構造モデルを用いて考察が加えられている。ここで提案されている知人ネットワーク構造モデ
ルは、個人の間のネットワーク構造と経済現象との関係について考察する上で有用なモデ、ルで、あると認められる。
??
第 5 章では、個人の間の知人ネットワーク構造が、ネットワーク外部性を有する製品の普及に与える影響について
考察している。ネットワーク外部性とは、利用することによって得られる効用が、利用者の数に依存する，t~主質をいう
が、このような製品の普及では、クリテイカル・マスと呼ばれる臨界普及率が存在し、この普及率を超えるところま
で、積極的な普及促進策を講じないと、優れた製品でも普及しないといわれている。この章では、同じ製品の普及でも、
知人ネットワーク構造の違いによって、クリテイカル・マスの大きさが異なることを示され、従来から用いられてき
たモデルの帰結としてのクリテイカル・マスよりも、知人ネットワーク構造を考慮した場合にクリテイカル・マスが
小さくなることを示している。
第 6 章では、ネットワーク外部性を有する製品の普及競争に焦点をあててさらに分析を試みている。社会を構成す
るすべての個人が、自分の知人から収集した情報をもとに商品を購入する場合を想定して、普及競争の特性について
考える。まず、商品の普及競争の特性について示し、デファクトスタンダードが形成されることを説明する。また、
このような商品を扱う上で、早く普及させる戦略が圧倒的に有利であることを示し、経営戦略上の示唆を得る。さら
に、個人の聞のネットワーク構造によって普及競争が行なわれる環境が異なることを示している。第 7 章では、本論
文を総括し、考察を行っている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、経営系の問題の中で、これまで数理的に解くことが困難で、あった問題に対して、人工知能、とりわけ分
散問題解決の分野で利用されるエージェントベースシミュレーションを用いた分析を行い、選択主体をエージエント
モデルで表現し、システム全体の特性を見出すことで所定の成果を収めている。これは複雑系の問題を見通す上で重
要な手段になると期待される。銀行間の電子決済による破綻連鎖のリスク評価問題の分析から得た知見をネットワー
ク外部性の問題領域に応用し、知人間のネットワーク構造を手がかりに製品普及のマクロ的事象をシミュレーション
モデルによって分析している。そして同じ製品の普及でも、従来いわれてきたクリテイカル・マスよりも、知人ネッ
トワーク構造を考慮した場合の方がクリテイカル・マスの大きさが小さくなることをさまざまなケースに対して示す
ことに成功している。今後は仮定をより現実的にすることが求められるがシミュレーション実験の轍密さは高く評価
できる。よって本論文は博士(経済学)の学位論文として十分価値のあるものと判断する。
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